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從
へ
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產
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生
產
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な
る
區
別
は
、
勞
働
に
■於
け
る
ふ
等
し
く
消
费
に
も
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用
す
る
こ
$
が
出
來
る
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°社
會
全
員
は
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く
^
働
者
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は
云
へ
な
い
が
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彼
等
は
悉
く
消
费
者
で
は
あ

る
。
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し
て
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消
®
は
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產
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な
る
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將
又
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あ
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献
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產
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す
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す
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在
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迎
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想
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股
さ
せ
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質
的
窗
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す
る」

又
は「

享
樂
の
永
續
的
源
來
を
生
產
す
る」

€

」

0 .
成
語
を
も
包
含
せ
し
め
、
而
し
て
斯
の
如
き
槪
念
を 

所
謂
生
產
的
な
る
單
語
の
中
に
包
含
せ
し
む
ミ
去
ふ
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i
を
明
白
な
ら
し
む
.れ
ば
、
思
ふ
に
避
び
ら
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た
る
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解
で
あ
ら
ぅ
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事
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る
語
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、
即
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全
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生
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的
な
る
語
を
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ざ
る
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一
姬
藏
せ
る
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ど
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殊
の
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係
を
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す
る
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で
^
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る
。
斯
く
の
如
く
所
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貯
藏
せ
る
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に
生
產
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.な
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語
を
適
用
せ
ざ
る
は
、
M

ふ
に
通
常
の
意
義
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指
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る
如
く
、
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生
ず
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の
成
る
努
力
に
適
用
す
る

た

め
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職
ち
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上
其
の
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的
に
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達
し
得
ず
、
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過
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な
く
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の
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的
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得
ざ
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た
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總
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遙
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將
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に
於
け
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斯
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苋
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フ
ラ
ッ
ク
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氏
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す
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總
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が
、
典
の
言

說
の
中
に
之
が 

Q
,

示
を
殘
せ
る
一
事
も

看
取
す
る

こ

ど
が
出
來
る
0
 

然
ら
ば
生
產
的
及
び
不
生
產
的
な
る
語
は
々
近
き
將
來 

に
於
て
經
濟
學
上
斷
然
排
棄
せ
ら
る
可
き
il
命
を
有
す 

る
で
あ
ら
ぅ
か
。
之
が
斷
案
は"

:f
f
i代
經
濟
學
界
に
異 

常
の
影
響
を
與
へ
た
る
：故
ア
少
フ
ン
ッ
ド
*
マ
ー
シ
ヤ
ル

小
生
座
的
な
る
語
に
就
て 

雄
十
二
魏 

|

H

A

:

(
A
l
f
r
e
d

 

M
a
r
s
h
a
l
l
)

の
見
解
に
求
む
る
に
如
く
は
な
い

ビ
M
ふ
。

.

.

.

.

.

.. 

：

：

:
ニ
十
八

現
代
英
國
經
濟
舉
の
鴻
蹯
i
仰
が
れ
た
る
最
近
物
故 

j

せ
る
ア
ル
フv

ッ
ド
，
マ
す
シ
ャX

は
、其
の
大
著「

經
濟 

學
原
理」

.笫

.三
®
第1

1

S第】1

節
以
下
に
於
て
所
謂
生 

I.,

產
的
勞
働
說
及
び
生
產
的
消
赞
說
を
取
扱
つ
て
居
る
。

;
今
其
の
大
意
を
摘
記
す
れ
ば
、
：
' 
左
の
如
く
で
*
る
。
.

\
:

:即
ら
マ
I

.シ
ャ
ル
の
，所
說
に
依
忭
ば
、其
の
目
的
に
到 

達

L
得
す
、
：從
て
何
等
の
效
用
を
生
せ
ざ
る
所
の
勞
磡 

|
は
不
生
產
的
に
し
て
、
其
の
他
の
勞
働
は
皆
生
產
的
で 

一
あ
る
o
併
し「

生
產
的」

な
る
意
義
は
> 
種
々

の
變
遯
を 

一
經
て
、
今
日
に
於
て
ゆ
、
it
：
楼
的
並
に
一
時
的
寧
樂
の 

爲
に
す
る
も
の
を
含
ま
ず
、
菩
積
せ
ら
れ
た
る
富
を
生 

產
す
る
も
の
を
生
產
的
ド
-娜
ぶ
に
至
り
、
殊
に
a
在
の 

您
望
の
爲
め
に
す
る
も
の
を
除
外
し
て
、
唯
だ
將
來
の 

に 

へ
ら
る
.
v
> も

の

V
T る
こ
^o 

の
*̂
'

的
ビ
：云
ふ
を
惯
例
ど
す
る
に
至
つ
ft
。
事
實
に
於
て
、

35
の

*

侈

的

たる
ビ
否
t
に
論
な
く
、
總
て
の
有
益
な 

る
享
樂
は
、
公
私
の
活
動
の
.正
當
な
る
目
.的
で
t

、 

又
蓊
侈
品
の
享
樂
は
、
努
力
に
對
す
る
誘
因
に
し
て
、

諸
般
の
進
#
を
促
進
す
る
も
の
：で
あ
る
。
併
し
若
し
動 

勉
の
能
率
及
び
精
力
が
同
一
で
あ
る
ミ
す
れ
ば
"

一
國 

の
眞
個
な
る
利
益
を
增
進
す
る
に
は
"

一

般
に
ー
時
的 

奢
侈
品
に
對
す
る
慾
望
を
押
へ
て
、
將
來
の
作
業
に
於 

て
，勤
勉
を
_
助
し
、
又
其
の
活
力
を
製
富
な
ら
し
む
.可 

き
、：.甚
だ
確
實
な
る
永
久
®

資
I源
を
獲
得
す
I

ぁ 

る
。
此
の1

般
的
觀
念
は
>
經
濟
繩
論
の
總
て
の
階
級 

に
於
て
定
ま
ら
な
か
つ
れ
^
沄
へ
る
の
で
あ
る
。
而
し 

て
樣
々
な
る
學
者
に
依
て
*
々
ね
る
區
別
が
與
べ
ら
れ 

て
、
或
る
職
業
は
生
產
的
ど
*
せ
ら
れ
，
他
の
職
業
は 

不
生
產
的
ミ
睜
ば
れ
れ
の
で
あ
，る
。

.

.例
へ
ば
最
近
の
多
數
經
濟
學
潑
は
、
ア
ダ
ム」

ス
ミ
ス
. 

の
提
言
を
固
執
し
で
、
家

內

從

者

を

不

生

產

的

^

な

す

第

十

八

卷(

一
八
ニ
1

0

雜

錄

决
逄
的
及
ぴ

の
類
で
あ
る
。
勿
論
多
く
の
家
庭
に
は
、
過
剩
の
家
內 

從
者
が
あ
る
。
今
若
し
其
の
精
力
を
轉
用
し
て
他
の
使

用
に
充
當
し
’た
ど
す
れ
ば
、
社
會
ば
多
大
な
る
利
益
を

.
' 

.

..
.
.

:

.
: 

:
:
.
.
.

..

莩
く
る
に
，相
違
な
い
。而
し
て
ク
斗
ス
.キ
丨
の
藤
溜
精
數 

一
に
，依
て
生
活
す
る
人
.々
の
多
歡
に
就
て
も
、
亦
捃
様
の 

|

事
が
一K

は
れ
る
ビ
思
ふ
;°
然
る
に
も
拘
は
ら
^
、

一
 

人 

一
の
經
濟
學
者
す
ら
丨
彼
等
を
乳
付
け
て
不
生
產
的
ミ
な 

一
さ」

ぬ
の
で
あ
る
。
其
の
他
家
內
に
_於
て
•、ノ
ン
を
燒
く
は 

不
生
產
的
に
し
て
、
：パ
ン
：商
の
：パ
ン
を
燒
く
は
生
產
的 

\

で
あ
るw

一

K

ふ
は
、
議
論
のI

贳
を
欠
く
も
の
で
あ
る
o
 

j 

-

故

：
に

踉

に

「

生

產

的

」

^
る
語
を
.用
ふ
る
時
は
、「

を
產 

手
段
及
：び
享
樂
の
永
續
的
源
泉
を
生
產
す
る」

(

で
3

&

?

| 

tive 

of the 

m
e
a
n
s

 

o
f
^
r
o
d
u
c
t
i
o
l
v

 

a
n
d

 

o

 
叫 d

u
r
a
b
l
e

 

sources 

of e
n
j
o
y
m
e
n
t
)

の
意
に
解
す
可
き
て
あ
る
。
併 

し

%
來
此
の
語
の
意
義
は
^

然
农
る
も
の
な
る
が
故
に 

精
密
の
®

_
に
は
漫
り
に
使
见
す
る
を
戒
し
む
可
き
で 

あ
る
。
:.
-而
し
て
興
の
生
產
手
段
の
中
1:
包
含
せ
ら
る〜

：
 

小
生
產
的
な
る
語
に
就
て
.

：

笫
十
ニ
號 

ー
3
九



添

十

八

怨

(

—-
八

ニ
5

雜

錄

/1
-
鹿

的

及

ぴ

不

坐

趦

的

な

る

語
|-
就
て 

馏

十

ニ

號

；
;:
一
四
〇

も
:0
は
勞
働
の
必
要
品
に
^
て
、
.
|
:時
的
奢
侈
品
は
之
：
■「

嚴
密
な
る
標
準
に
掘
づ
か
ず
k

v
,不
生
產
的
勞
働
を
犠 

ょ
り
除
外
せ
ら
ろ
、
の
^

*
名
-0
從
て
水
.砂

糖

の

製

造

#
^:
.じ
て
生
產
的
勞
働
を
增
加
せ
し
む
る
:̂
云
ひ
得
る 

入

は

，
、
典.の
製
梁
の
た
め
^
勞
働
す
る
ビ
'將
又
田
舍
の
ぃ
；も

0
な
る
が
故
に
、
生
產
的
及
び
木
生
產
的
勞
働
に
於 

家
旌
に
於
け
る
私
的
從
者
t
し
て
發
働
す
る
ビ
を
fa
i
は

け

る

區
分
線
は
®
if
的
で
あ
る
。
«
し
も
斯
の
如
き
ん 

ず
"何
れ
も
不
生
產
的
な
る
種
類
に
«
す
る
の
で
ぁ
る
。j

爲
的
區
別
線
が
何
等
か
特
殊
の
目
的
に
對
し
て
要
求
せ

併
し
煉
瓦
®
エ
が
劇
揚
の
.雄
設
に
從
事
す
：る
場
合
に 

は
、
生
產
的
と
し
て
分
類
せ
ら
る
V
の
で
：あ
る
。
勿
論 

孽
樂
.の
永
續
的
源
衆
時
的
源
衆

€

の
間
.に
於
け
る| 

11
沖
は
、
漠
然
た
る
も
の
で
あ
.

-
又
*
弱
な
る
も
の

™
 

で
あ
る
。
併
し
此
の
困
雛
は
、
事
物
の
本
質
に
存
す
る 

も
め
に
し
て
、
或
る
語
;0
考
案
に
依
て
完
佥
に
此
0
困 

_
を
切
拔
け
る
こ
マ」

は
、

不
可
能
で
あ
る
。
現
に
®
 々

は
：：
.低
き
人
に
比
し
で
高
き
人
の
.增
加
す
る
こ
を
斷
一
.
 

言
し
#
る
け
：れ
ざ
も
、
其
の
場
^
,に
は
瓦
茂
^
サ
以
上 

の
人
は
、
總
て
高
3
人
の
中
に
數
ベ
る
か
、
^
ぐ
は
五 

尺
.六
サ
以
上
の
人
の
み
を
高
き
人
ヾJ

分
類
す
る
か
、
之 

を
決
定
し
て
の
後
で
は
な
ぃ
。
同
梳
に
吾
々
は
、
何
等

■1
:
な
け
れ
ば
な
ら
ぬV

:0'

從

て

生

齑

的

勞

働

者

の

消

費
 

は
、
皆
生
澈
的
消
費
€
旁
ふ
可
A
ず

"

其

の

中

勞

慟

考
 

の
生
產
力
を
維
持
す
る
に
必
要
な
る
部
分
の
み
を
生
產 

的
消
®
さ
云
ふ
可
き
で
あ
る
。
此
の
語
は
、
物
質
的
富 

の
签
積
を
論
す
る
に
方
^
'
て
布
用
な
る
語
で
は
あ
る
け\ 

れ
ぞ
も
、
甚
だ
誤
解
せ
ら
れ
易
&
を
免
れ
な
い
。
何
£

\ 

な
れ
ば
消
®
は
、
生
產
の
目
的
で
あ
り
、
終
局
で
あ
る 

か
らV

め
る
。
而
し
て
雜
全
な
る
消
®
は
、
：皆
何
等
か 

の
刺
益
を
生
產
す
る
も
の
で
あ
る
。而
も
其
の
多
く
，は
、

ら

る

、

所

あ

り

V

す
れ
ば
、
，
阴
か
に
夫
れ
は
其
の
場
合 

の
..
^

め
に
&

./[
S

れ
.̂

け
れ
は
な
ら
■ぬ
。
併
し
斯
貴
%
 

の
如
ぎ
場
合
は
、
殆
んV

」

起
ら
な
い

の
で
あ
る
。

去
れ
ば
茲
に
f{
f

^
意
義
.
e
,
:
異

な

，
つ

て

"

此

の

生

產

的
 

な
る
語
を
使
用
す
る
時
：は
％ 

:必
中
爾
く
明
言
し
な
け
れ 

ば
な
ら
ぬ
o

例
べ
ば「

必
；婴
品
を
.生
產
す
る」

の
意
に「

於 

て
生
產
的
な
る
語
を
用
ふ
る
場
合
の
如
き
避
れ
で
'*
:

次
：に
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
生
產
的
消
费
^
言
及
し
て
居 

る
。
.即
ち
生
產
的
消
费
な
る
語
を
術
語
ど
し
て
用
^
る 

時
は
、「

新
れ
な
る
富
の
生
產
に
使
用
す
る」

(the use of 

w
e
a
l
t
h

p'
t
h
e 

production 

o
f 

further 

w
e
a
l
t
h

 
ノ 
D 
f

H
:
: 

J 
- 
I 

! !
■
.
:
-…

こ…

！ 

i 
1-_ 
... -_il
".!,
r
:

史
を
有
し
て
居
る
。
從
て
是
等
の
語
は
、
之
を
端
的
ぱ 

廢
棄
す
る
よ
り
も
寧
乃
徐
々
：に
其
の
使
用
h
限
か
し
て 

於
後
^
之
ト
無
用
な
ら
し
む
る
に
せ
く 

ミ
思

ふ
。■ 

. 

一
:
:

い
'
.

.

.

去
れ
ば
典
の
本
質
上
眞
實
な
る
關
係
あ
る
場
合
に
，® 

密
確
宠
せ
る
區
別
線
を
設
定
せ
ん
ビ
の
企
圖
は
"
生
產
'
 

的
な
る
術
語
に
對
し
て
往
々
與
へ
ら
れ
し
嚴
猾
な
る

諸 

宛
義
に
於
け
る
よ
h

も
站
だ
し
き
禍
害
を
殘
せ
る
も
の 

で
.は
あ
る

け
れ
^
も
、
併
し
*:
等

.の

定

義

に

於

け

る

よ
 

り
も
奇
怪
尨
る
成
果
に
«
く
が
^

&

は
、
決
し
て 

な
か
つ

た
と
®
ふ
o
例
へ
ば
或
る
定
義
に
依
れ
ば
、
歌 

劇
の
唱
手
は
不
生
產
的
で
‘あ
る
け
れ
r
も
、
典
の
劇
場 

へ
.

Q

入
場
券
の
印
刷
人
は
生
產
的
で
あ
り
、
K
に
劇
場

. 

. 

I 

.

.

.

.

. .

- 

• 

•• 

•
: 

. 

.

.-

:

の
案
內
人
.は
不
生
產
的
で
あ
る
け
：れV」

も
、
彼
が
®
附

を
販
賣
す
れ
ば
生
產
的
で
あ
るW

1
K

ふ
が
如
き
結
論V」

.

.

.

.

.'

. 

.

_
.-
* 

:
. 

. 

.

:
.

な
る
の
で
あ
る
？
斯
く
論
じ
て
マ
1
シ
ャ
ル
は
、
次
办
如 

ぐ
シ
-
ォ
ア
の
所
說
を
引
用
し
て
卿
驻
を
結
ん
で
®

第

十

ニ

锶

I

四一

直
接
.に
#;
質
的
富
を
生
產
す
る
も
の
で
は
な
い
。

斯
く
生
產
的
消
费
說
を
取
扱
へ
る
後
に
ャ
ー
ク
ニ
ノ 

は
、
其
の
脚
註
に
於
て
迚
產
的
な
0
語
に
苒
び
言
及
し 

て
£
.る
。
即
ち
生
產
的
な
る
.請
が
使
用
せ
k
る
S
區
別 

は
、
總
て
甚
だ
薄
弱
で
あ
又
或
る
不
確
實
な
る
調 

子
を
包
.合
，す
る
も
の
で
あ
る
。
思

ふ
に
今

H
生
齑
的
及 

び
不
生
産
的
な
る
語
を
朋
ふ
る
は
、
殆
ん
^
價
値
な
き 

こ
€
で
あ
ら
ぅ
。
併
^
是
缂
の
語
は
、
.
何
れ
も
畏
い
.歷

邻
十
八
卷
：

c
i
A
l
JH;)

，

雜
錄
迚
産
抽
及
び
不
生
齑
的
な
る
龉
に
就
て

.
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第

十

八

卷

a

A

a

0

雜
錄
丄
產
的
及
ぴ
不
生
產
的
な
る
餅

|1
就
て 

笫十二號，一四ニノ

る
0「

例
へ
ば
料
®
人
A 
ロ.
K
ス
肉
を
M O
M O
t o
^ o
Nr
J
:は
.云
り
は
、
寧
ろ
之
を
徐
々
に
廢
北
す
る
方
可
な
な
ど
稱
し 

は
れ

S

が
、
之

m

i

s

れる，又
彼
て
、從來英國

IE
I

派
の
學
者
が
使
用
し
た
る
I
 

S

子

を

歡

一

；

4

は
れ
る
。
：
：
其
の
f

ぺ
的
勞
働
說
及
び
生
產
的
消
I

I

扱
へ
る
も
、

I
 

服
屋
は
羅
紗
を
用
ひ
て
洋
服
を
&

§
為

ミ

は

云

は

ド

身

提

唱

し

た

そ

、、
ル
の
學
說
の
修
囊
を
用
ひ
な
い
の
.
 

る
け
れV」

も
、
染
物
屋
は
着
色
せ
ざ
を
羅
紗
を
用
ひ
て 

一'
で
あ
る
0

而
し
て
從
來
の
學
者
の
):
0

ひ
穴
る「

年
生
產」

，
 

染
色
し
た
る
羅
紗
を
製
造
ト
る
ビ
は
沄
は
れ
な
い
。
而

(

i

&I
d
u
c
e
)

の
代
o
に「

國
民
的
所
得」

苦
く
は 

も
染
物
崖
に
依
て
生
■能
せ
A
る
、
、
變
化
は
、
思

ふ

に

「

國
民
的
分
配
元
资」

9

^
0-
!
1
3
1

income 

o
r dividend) 

徉
服
屋
に

侬
て
生
產
せ
ら
る
、
變
化
ょ
り
も

甚
大
で
あ
な
る
語
を
用
ふ
る
の
で
あ
る
。，

而
も
此
の
國
民
的
所
得
，.
 

ら
ぅ
け
れ
ざ
も
、
徉
服
屋
の
乎
を
通
逾
す
る
場
合
の
羅
の
中
に
は
>
:
所
謂
生
產
的
及
び
不
生
產
的
勞
働
の
創
造 

紗
は
其
の
名
稱
を
變
更
す
る
に
對
し
て
.、
染
物
屋
の
手

物
を
等
し
ぐ

包
含
せ
し
む
る

の
で
.あ

る

(Alfred M
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で
あ
る
。

;*
る
場
合
に
は
茈
の
勤
勞
は
、
經
濟
的
且
生 

產
的
S
看
倣
さ
れ
ぬ
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

；

底
れ
こ
：そ
>:1:

個
の
經
濟
若
く
は
經
濟
科
學
の
何
れ 

か
；に
於
て
«
焱
«
る
定
麓
れ
ぅ
與
る
唯
一
の
方
策
で
あ 

而
し
て
或
る
經
濟
に
於
け
る
此
の
足
義
が
總
て

の

る

る

訓
練

^

—

‘例

^

ば
醫
術
、
敎
授
、

S

術
等
の
如
き

-

m

a

-

a三l
u
u
'
.
I
T
.
l

j
l

:=

を
ば
經
濟
科
學
の
範
圆
灼
に
鄱
ら
す
ビ
の
抗
'1
に
は
、
 

何
等
の
威
力
も
な
い
の
で
：め
：̂

勿
論
物
®
的

，
財
の
生 

產
^
服
足
せ
ら
る
、
成
.る
顧
濟
科
學
と

.

雖
も
、
物
質
的 

財

の

沂

_

的

エ

業

生

產

：
に

於

て

心

^

ど
せ
ら
る
ゝ
參
數 

の
技
術
的
知
識
を
包
含
す
る
；
^
ば

な

：
か

ら

ぅ

。
然

'̂
、 

經
濟
科
學
巧
純
然
れ
る
經
濟
學
的
硏
究
の
目
的
：に
必 

要
な
る
以
上
に
此
の
必
.要
滿
足
め
技
術
的
な
る
方
而V」

1

般
に
呼
ば
る
可
き
も
の
に
立
ち
入
る
z
t
な
く
し
て

を
生
齑
的
及
び
不
生
產
的
.
R處
别
す
る
乙
ど
は
、
K
*し 

又
甚
だ
特
異
な
る
區
別
に
鐵
く
で
あ
ら
ぅ
。
勿
論
財
の； 

改
善
、
運
輸
及
び
分
配
に
關
す
^
總
て
の
入
⑽
努
力
は
、
 

繳
て
の
狀
應
に
.於
て
生
齑
的
マ」

考
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な 

ら
ぬ
°
然
ら
ば
如
何
に
し
て
世
人
は
家
內
動
勞
を
除
外 

し
得
る
か
を
知
る
の
は
"
困
雛
で
あ
る
。
何
^
な
れ
ば 

家
內
動
勞
の
中
に
於
て
a

A
ff
i
s?
な

る

も

，の

、

'
.爾
ち
‘® 

理
は
"
物
質
的
財
の
連
績
的
製
出
ど
看
做
さ
れ
な
け
れ

必
聚
の
：滿
见
を
便
利
な
ら
し
む
‘る
5:
自
的
.ビ

す

る

所

の

一
ば
な
ら
ぬ
。
.物
，質
的
財
に
對
す
る
其
の
關
係
に
從
て
：合

全
人
間
的
行
爲
を
考
虛
に
入
‘れ
得
る
の
.：で
あ
る
。
人
間

-

-

--
,

-ゾ

.

.

.

.

.

.

;■
.

.

.

.

.

.

:
 

,

0
:必
要
に
充
當
す
る
を
目
的V」

す
る
總
て
の
人
爲
的
行

爲
は
、
其
の
經
濟
的
方
而
を

«

し
、
又

其
の
程
度
に
於

- 

.

.

.

 

- 

.... 

.

<

.

て
經
濟
科
學
の
領
域
內
に
入
る
0
で
あ
る
。
此
の
科
學 

4

自
ら
を
入
間
的
行
爲
の
經
濟
的
方
而
f
限
定
す
る

限
り
*

其
の
.自
然
的
限
界
.を
超
越
.す
る
で
あ
ら
ぅ
^
U

S

-
:
.
>■•
•
-
:

 

■ 

• 

; 

•
.

. 

• 

. 

i 
.

ふ
.氣
逍
を
全
然
必
.要
さ
せ
ざ
る
あ
0
で
.あ
る
'。

:
:
.;.
,
1,
に：
.
.
, 

.
! 

/ 

. 

t 

. 

-

，く. 

-
:;
.
'
. 

<

. 

. 

:質
的
財
に
對
す
る
其
'の
關
係
：に
從
吒
§

的
®
勞

一
々
の
家
內
從
者
の
勞
働
を「

生
能
的」

及
び「

不
生
產
的」

：
 

一"：に
區
別
す
る
こ
ビ

が
.如
何
に
見
ゆ
6
か
H

W
だ
何
人 

™
も
試
み
に
想
像
す
可
!̂
の
み
で
あ
4
。
乍
^

«
勞
f
則 

一:.
:
.
'
:
:

ど
め
間
に
は
K
®
的
關
係
.が
あ
る
i

s
ふ
主
張
を
支
持 

す
る
こ
€
は
、
殆
ん
ゲ」

不
可
徙
で
あ
ら
ぅ
。
即
ち
火
エ 

:

揚
に
於
て
は
-v
適
常
な
る
生
產
ど
.の
關
係
は
m
に
間
接 

k
,過

ぎ

;:
^
る

も

、

併

し

其

の

勢

養

考

ギ

取

て

，は

«
だ
載 

.要
な
る
.
F

0勞
®
€
準
«»
年
が
、
澤
山
あ
'る

も

の

.
で

ぁ

第
十

.!
/
\卷

(
一

八
ニ
九

)

雑

錄

迚

鹿

的

，及
び
不
生
跑
的
な
る
語

U

就》

. 

» 

: 

. 

V
I 

.

.

.
•
I 

-
-
1
,

.
.
.

;
 
V-

筋
十

1

四
.七



第

十

八

涖

(
1

八
！1
I〇)

M

錄
生
産
的
及
び
不
生
鹿
的
な
る
語
！1

就
て

饿
十
ニ
號

1

四
八

る
。
例
へ
ば
作
業
室
の
淸
潔
、
.塵
苏
の
吸
收
、
浴
場
の 

設
置
等
の
如
き
是
れ
で
あ
る
。
屉
等
の
必
要
な
る
作
業 

+V
ば
生
產
的
®
努

の

中

に

数

：
，へ
：
る

> J 

を
避
く
^
の 

は
、
M
ふ
に
難
事
で
あ
ら
う
。
，否
、
其
，の
エ
場
の
監
督 

：

者
及
び
麵
託
髒
の
勢
働
す
ら
"「
生
■產
的」

と
呼
ば
る
可 

で
あ
ら
う
。
然
ら
：ば
吾
々
：は
？
何
處
に
生
產
的
及
び 

不
生
產
的
な
る
«
界
線
を
設
く
可
き
で
あ
ら
う
か
。
又 

火
規
模
の
述
輸
業
は
、
人
間
ヒ
貨
物
ど
を
運
送
す
る
も 

の
で
*
る
o
此
の
場
合
に
人
問3

運
送
は
不
生
產
的
S 

看
做
し
て
、
货
物
0
運
：送
の
み
生
產
的
<
清
做
す
可
き
|
 

で
あ
る
か
っ
然
ら
ば
®
々
：は
機
關
手w

1
般
船
員
と
の
：
 

勞
働
を
如
何
-し
分
類
す
可
き
で
涞
る
か
。
M

に
或
る
都 

市
水
逍
，に
雇
腓
せ
ら
る
く
勞
働
渚
は
、
生
產
的
€
看
倣 

さ

れ
な

け

れ
ば
な
ら
ぬ
。何
ビ
な
れ
ば
彼
等
は
、
都
71
1

の 

住
民
に
物
質
的
財
れ
る
飲
料
.水
を
供
給
す
る
が
故
で
あ 

:る
。
興
の
他
系
斯
琳
業
：に
於
け
る
勞
働
者
に
就
て
も
生：

け
る
勞
働
者
に
就
て
は
、
吾
々
は
何
^
沄
ふ
可
き
で
あ 

，る
か
.
即
ち
彼
等
は
、
何
等
物
質
的
財
を
供
^
せ
^
る 

も
の
に
し
て
、
唯
だ
光
熟
に
關
す
る
非
物
質
的
動
勞
を 

提
供
す
る
に
留
ま
る
。
此
の
故
に
彼
等
は
、「

不
生
淹
的」

の
中
に
分
類
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。4

K

れ
ば
典
の

.

'

.' 

.
:■
.

'
. 

.

.

.

.

.

.

. 

_ 

.

:

物
質
的
財
に
對
す
る
關
係
に
從
て
、
或
は
生
產
.的
©
勞 

0
中
に
、
或
は
不
生
產
_
勸
勞
0'
中
に
區
別
す
，る
と
i 

^
、
，如
上
の
大
狐
事
を
惹
起
す
に
至
る

も
の
で
あ
る
。 

即
ち
此
の
事
賞
は
、
，右
の
區
分
が
經
濟
學
的
見
地
ょ
リ 

觀
て
何
等
勤
勞
の
本
質
的
差
異
に
適
應
せ
ず
し
て
、
，
如 

，何
に
も
人
爲
的
で
あ
^
;
、
又
餘
り
に
無
用
で
あ
る
ど
云 

ふ
乙
ど
•を
明
か
に
表
示
す
る

の
で
あ
る
。
故

に
.所
謂
不 

:

生
產
的
動
勞
を
ば
經
濟
行
爲
及
び
經
濟
科
學
の
領
域
ょ 

b
全
然
除
外
す
る
迄
に
其
の
結
架
を
、追
求
し
行
く
人
は 

.何
れ
も
明
か
に
魏
多
の
不
合
a
に
陷
れ
る
事
實
を
知
る 

こ
^
で
あ
ら
う
。{Gustav 

cassel) 

T
h
e

 

T
h
e
o
r
y

 

o
f

產
的
な
る
語
が
適
用
さ
れ
る
。
然
ら
ば
1
氣

察

業

に

於

social 

E
c
o
n
o
m
y
,

 

f+
r
a
a
s
.

cr
v J

o
s
e
p
h

 M
c
C
a
b
e
,
.

 

I
P
2
3

VI

|

[
【

-L'p
-J
置 J

鏖

f

v
,
O
I
V 

J
,
:
b
k
v
l
'
c
:
h
L

 

I, 

§ 

3
I
P
P
「
2
1
-
2
4
)
.

パ
：
：
::
:
:
.
現
す
る
場
合
l：
使
用
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
：
 

®

の
如
く
カ
ッ
セ
ル
敎
授
も
、亦
經
濟
學
上
の
術

語

ど

注

產

的

な
る
語
を
用
ふ
る
®
合
に
は
，
マ，
I
シ
ャ

XJ9哀 

し
て
生
產
的
及
び
不
生
產

的
な
る
語
を
用
ふ
る
こ
ど
の
.

.
へ
る
如
く
、「

生
產
字
段
及
び
.莩
樂
の
永
續

的
源
银
を
生 

不
可
な
る
旨
を
述
べ
て
居
る
。
.其
の
他
生

齑

的

及

び

不

產

す
る
：

」

の
意
に
解
す

る
の
が
常
で
あ
る
。
併
し
魄
に 

生
產

的
な
る
語
に
就
て
は
.
、
.レ

キ
ンt<l̂

p
r
o
d
u
k
t
i
o
n

こ
|
幾
多
0
學
者
の
指
摘
し
た
る
如
く
、
是
等
の

語
の
意
義 

in 

l
i
a
n
d
w

olrterbuch 

d
e
r

 Staatswlssenschaften, 

v
o
n

 

一
 

は
、
_
然
$
し
て
©
る

が
故
に
，、
' 精
密
な
る
議
論
に
は 

w
.

 

Lexis, 

3 

a
utb
.
td
d
. VI, 

ss. 

1
2 5

-
1
2
1
9
)

、
'

パ\

一
 

慢
6
に
使
用
し
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
o 

ム
•ス
'敎
授
ス
ごA

r
b
e
i

てM
n

 

H
l
w
a
r
t
e
r
b
u
c
h
,

 

V
O

P
」

前
號
に
引
用
し
た
る
如
く
ジ
ュ
デ
ン
ス
は
、
從
來
の
生

產
的
消
骁
說
に
は
全
然
觀
念
の
混
同
サ
ム
所
が
あ
る
？ 

な
1>
:
:て
：
之
を
排
し
て
居
る
。
，又
生
產
的
勞
働
說
に
就 

て
は
、
，多
數
の
經
濟
學
者
の
指
摘
す
る
如
く
、
何
處
に 

生
産
的
及
び
不
生
趦
的
な
る
區
別
を
設
定
す
可
さ
か
莜 

だ
分
明
な
ら
ざ
る
缺
a

が
あ
る
。
，而
し
て
生
產
的
及
び 

不
生
產
的
な
る
語
の
意
義
の
：取
り
方
に
依
て
"
生
產
的 

及
び
不
生
產
的
な
る
區
別
も
色
々
に
な
る
の
で
あ
る
0
 

無
論
堪
«

に
^

M
的

及

び

ー

ホ̂
&
的

ど
^:
つ

た

丈

け

で
 

«

>:'
殆

ん

ざ

意.味

を

な

さ

ぬ:0「

何

：
の

生

產

的

」

»

く

は

ム
ズ

.敎
授
ス
ご

>
n
b
e
i
t

 
ご in 

H
a
n
d
w
d
r
t
e
r
b
u
c

 
ダ 

V
O
P

Bernard 

H
a
r
m
s
,

 

Bd. 

I, 

S
S
.UA
X

S

等
の
叙
述
を 

始
め
多
々
あ
れ
ざ
も
、
«
乙
«
濟
學
考
も
亦
是
等
の
_ 

の
使
用
を
拒
否
す
る
に
傾
い
て
居
る
V
J
Mふ
。
へ
.

■
111

十

.

.
^
^—

-.ホ
級
见
し
^
れ
る
仏
を
通
舰
す
れ
^
、
經
濟
.. 

學
上
の
術

語
ビ

.b
て
生
鹿
的
及
び
不
生
產
的
な
る
語 

は
、
勿
論
单
獨
に
存
在
せ
ざ
る
も
の
で
あ

る

。

即
ち
^
 

齑
的
<
苦
く
.は
木
生
產
的)

勞
働
、
消
費
、
支
出
等
の
成 

語

r
な
つ
て
使
用
せ
ら

る

V
か
，
、

ヌ

は

斯

る

意

義

を

表

笫

十

八

卷

(

一
八
三1

雜

生
座
的
及
ぴ
不
生
龈
的
尨
る
詰
に
就
て

浓
十±:
號

I

四
九



鄉
十j r

龇

5
0

_

の
，不
生
產
し
が
が
が
を
限
定
せ
^
れ

ば

、
ン

此

の
©-
別 

は
無
用
な
.る
に
规
^,
ら
_
し

て

、
ニ
却
t
有
害
で
あ
る
。
 

何v

な
れ
：ば
*

&
.無
晴
！
r
>f
;
生
產
的
な
り
ど
昇
ふ
、時
、 

は
.励
i
す
れ
.ば
a
を
輕
視
す
る
靜
に
陷
'る
を
免
れ
な
い 

か
。
で
：あ
る
ん
玆
に
於
で
福
田
|'
1
-±:
;
の
如
が
は
、
斷
：然
，
 

斯
る
翻
語
の
使
用
を
排
斥
し
て
6
る
。
其
の
所
說
のI 

■
 

端

ぐ

1」

'
:
.

•

不
生
產
的
ビ
妄
つ
化
t
l:
、
淡
し
て 

,之
を
蔑
に
す
る
,
で

は

な

い

ん

ゆ

、

：

能

ぐ

^

^

^

者

か 

辯
鳴
ず
る
：撒
で
す
が
、
此
の
抓
き
鑛
明
が
骅
ケ
撕
耍
匕 

せ
ら
る
、

の
ば
、
即
ち
興
の
様
ば
誤
解
0:
無
理
な
ら
ぬ 

事
^
>
_
_す
る
»
以
で
あ
^

^
ず
。
生
產
的
勞
働
ビ
云 

へ
ば
聞
免
が
宜
し
ぐ
’
不
生
產
的
勞
働
も
哀
ぺ
ば
聞
乞 

ダ
歌
が
の
は
、
寧
ろ
當
然
で"

1
.其

麵

左«:
に

解

釋

し

て 

は
な
ら
ぬ
^
沄
ふ
の
は
、
反
つ
て
.
-
<
^
鉢
理
^
陬
ひ
る 

4
0

の
.
.で

あ
^

^

.

.

^す

。

* 0 
i
 
9
 
&
 
P
 
私
は
_

濟

歡

.
上

の

術

語

せ

u

^ '
i:
'

®
り

勞

働

に^ ,
_

、

I

切

生

齑

的

、

不

生

產

.

,的
 

驅

し

去

各
 

|
h
?

 

0

'

^

-

^

n

v

^

/
 

る

の

で

も

.

~
ま
す
0
.
1ょ
つ

て
努
働
に
，
生
產
的
勞
働
V 

.
不
生
摩
的 

勞
働
を
區
別
す
る
乙
ぶ
レ
を
，
無
斯
に
し
で
且
つ
^
々
有 

害
な
.る
事
ミ
信
じ
て
賺
然
之
を
.取
ら
な
い
の
で
あ
り
ま 

す
。
結
果
に
於
で
失
敗
に
歸
し
’
^
爲
め
に
、
不
生
產
的 

I

ど
^
:つ
：た
勞
働
を
特
に
指
名
す
る
必
耍
が
あ
る

時
ば
、

\

发

敗

じ

た

勢

働

V
J

さ
：
へ

云

へ

ば

、

事

は

足

り

文

す

。
，
S
 

I

々」

ど
。(

福

：卧|1
:
士
著「

國
民
鱭
濟
_

話」

、
坤

前

«

勞

働

I:

經

濟

講

霞

1

^ '
四

章

八

五

-
貞

乃

：瑪

八

芄

A

W
ま

I 

晚)

'1
'
‘ 

' 

■ 

:
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